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情勢をよく見て

春闘をしつかり闘お■

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が昨年 1
月から1年以上にわたって続いています。
マスクを着けた生活が当た り前になり、

着けていないと指摘されたりする日常に

変わってきました。仕事の仕方や集会、

会議の風景も変わつてきました。そのよ

うな中で、 21春闘を闘つています。
宝塚分会と堺化学分会は既に団体交渉を

終え昨年並みの回答でしたが妥結しまし

た。太平ビルサービス分会は第 1回 目の

団体交渉を終えましたが、回答が検討中

で第 2回団体交渉 (4/19)を 決めま
した。

樋 口商店分会は四條畷で 4/14に 団
体交渉の予定です。

古 川 は長期の自主管理闘争の
中、代表の樋目さんが 2月 27日 に亡く
なりました。今後は Tさ んが代表を引
継ぎ分会一丸となって事業を継続し闘つ

ています。コロナ禍、厳しい経済情勢の

中ですが各分会とも創意工夫をし、新し

いエネルギーを生み出しながら活動し闘つ

ています。

今後の課題 としては、宝塚分会は会社

がある下水道処理のクリーンセンターが

民営化DBO方 式 (design build opera
te公設民営)で建て替えられます。約
5年後に新 しい施設になり、民営なので

会社事務所と駐車場は外に移転せよとの

ことで、支部・分会としてはこの間の経

過を無視 した話であり市行政当局と交渉

をしていきます。堺化学も入本Lを めぐり

職場 。雇用確保のため堺市行政当局と交

渉していきます。

太 平 ビ ル サ ー ビ ス 分 会 は、会
社の経営・財政状態の説明が不十分であ

るので、もつと詳しい明確な説明を求め

ていきます。賃上げを実現するため闘い

ます。職場要求では「パー トタイム・有

期雇用労働法」を踏まえ、会社が法の主

旨 0目 的を理解 しておらず格差是正をし

ない回答を改めさせていきます。「高年

齢者雇用安定法」に基づき 65歳以上の
内勤者の雇用も計画 (4ページヘ続く)
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樋 口さんお疲れ様でした

闘い抜いた古川分会 自主管理闘争

樋口和男さん

(2019年 )

~「

.

樋 目さんを思い出す風景は、いつ もニコニコ優 しく笑つている姿です。
いつか古川分会の事務所に訪ねて行つて話 しこんだ時に、生まれは二重の

伊賀上野で若い時に剣道 を していた と聞いたことがある。

姿勢が正眼の構 え とい うか良い し、真正面か ら物事 に対峙す る姿を感 じ
させ られま した。人の話をす る時も、内容 は批判的な適格な指摘を してい

ても、ニコニ コ優 しい気持 ちで茫洋 とした姿で論評す るので聞いていても

清々 しい気持 ちにさせ られま した。「真 ちゃんはな～」「竹村はな～」「宮 口

はな～」 とか二十歳 ぐらいの若い時か ら、頭がはげてきた最近までその姿
勢は変わ りませんで した。

芦 田の真 ちゃんが亡 くなつた時に、古川分会が近所の付き合いのある事
業所の人たちも招いて 30人 ほどで偲ぶ会 をやった時、樋 口さんが私 を事
業所の人たちに紹介す る時に 「思想をやってる人です」 と紹介 してくれた。
そ うい う樋 目さんが印象に残つています。

古川分会の初期の記録 を見ると、 1977年 8/3、 古川分会、企業閉
鎖反対闘争 の中、毛馬工場に移転。(泊 ま り込み職場 占拠 )1978年 1

/1、 古川分会闘争。毛馬工場 占拠越年。 3/30古 川闘争・カネボ ウ
糾弾闘争。(カ ネボ ウ前)1979年 11/30、 愛知、古川闘争勝利支
部決起集会。  1981年 8/25、 古川分会・争議解決調印。 とあ りま
す。その後、企業を自分たちでや る自主管理闘争へ。
以来 40余 年、闘い抜いた樋 口さんの人生だった と思います。
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樋目さん(左)と Yさん

私 は 1977年 に建設支部 に加入 しま した
が、先輩分会 であった古川分会 のあの闘いの

過程で樋 口さんを知 りま した。
それか ら40数 年経 ちま した。
樋 口さん とは色 々な取 り組 みで行動 を共 に し
た と記憶 します。
写真 は 1993年 の冬 、樋 目さん と息子 さ
ん、そ して今 は亡 きフジタエ業分会 の吉 田栄
治 さん達 と四人で登 つた武奈 ヶ岳 (比 良山系)
の頂上での元気な樋 口さんの姿です。
懐か しい思い出 とな りま した。
他界 された樋 目さん、いずれ再会す るで しょ
うが今はなん とも残念です。 ご冥福 を。

Y.丁
1980年 、治水工業 の高槻工場で働 き始 めた
時、事務所の壁には、「労働者 は職場の主人公だ。
職場 に自主権 を !」 とい う建設支部のス ローガン
が掲 げ られていま した。鋼製型枠 の整備 とい う、
これまでにや つた ことのない仕事の前で途方に暮
れているとき、大型ハ ンマーの振 り方や溶接の仕
方 について、教えて くれたのが古川闘争 を闘いな
が ら治水工業でアルバイ トを していた樋 口さんで
した。
高槻工場の事務所や愛知工務店で、一緒 に泊ま
り込みを しなが ら、 自己規律 を持つて働 くことの
大切 さや建設支部の 自主管理 について、教 えて く
れたのも樋 口さんで した。樋 口さん との濃密な時
間は、樋 口さんが古川分会の仲間の ところに戻つ
て行 つたために、三カ月 ほ どで終わ りま した。 し
か し、私が、何度 もくじけそ うにな りなが らも、
治水工業で働 き続 けることができたのは、樋 口さ
ん との出会いが大きかったのだ と思います。
職場の主人公 として、 自主権 を守 り抜いてきた
樋 口さん と古川分会の皆 さんに、心 よ り敬意 を表
します。              OT

ティッシュペーパー立て

S｀ さんから電話で樋 口さんがく亡くなったことの連絡を受けま
最近いろいろな人が亡 くなることが重なるのですが、それにして
より年下の 「若い」人が先立たれると言 うのは力が抜けて しま う
かやるせない思いがひ ときわ強いものがあります。
支部 の 50周 年 の記 念 品 と して金物 のテ ィ ッシ ュペ ーパ ー箱 立 て をつ
くつて も らいま した。 い ろい ろな思 い 出 とともに大切 に してい きたい と
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下,日

思います。 N.K



(1ページより)する必要があり、会社
の理解が充分でないので糾していきます。

各分会、賃上げ、職場労働条件の改善を

一つ一つ最後まで丁寧に闘いましょう。

西 成 分 会 は西成の労働センター
が閉鎖になり地域の姿や環境が変わって

きていますが毎週月曜、本曜の朝 5時か
ら6時半までビラ「大阪城」を地域で撒
いています。

そして 5月 1日 (土)には第 52回釜ヶ
崎メーデーをやります。 5/1(土 )は
朝 8時半より三角公園 (萩之茶屋南公園)
で 1時間集会をやり9時半にデモ出発。
地区内を周り通天閣へ 10時 10分到着・
解散です。地域の若者達や諸グループと
「釜ヶ崎メーデー民衆実行委員会」を作

り既に 3回の準備会議をしています。 5
/1メ ーデーをいろんな形 0内容で共に
闘いましょう。支部の皆さんの注目と応

援をお願いします。
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地本 第 8回 執行委員会

釜 ヶ崎 メー デー 相談会 (西 成 )

宝塚 市長選挙 。公示 (投 開票 4/11)

支部執行委員会

弁護 士相談会

地本財政委員会

南大 阪・幹事会

樋 口商店分会 団体交渉

関生闘争集 会 (中 之島水上ステー ジ )

裁 判 所 包 囲 抗議行動

太 平 ビル サー ビス分会第 二 回団体 交渉

地本第 9回 執行委員会

第 52回 釜 ヶ崎 メ

4/19(月 )

4/26(月 )

5/1(土 )

5/10(月 ) 支 部 執 行 委 員 会 (予 )


